
別記様式12号
川棚警察署協議会令和７年度第３回会議議事概要

日 時 令和７年10月30日(木) 10時00分～11時50分

場 所 川棚警察署講堂

出 席 者 １ 協議会
山口会長 澤田委員 下野委員 谷村委員

２ 警察署
喜多署長 熊川副署長 重松刑事生活安全課長 平瀬交通課長

３ 書 記
警務係長

会議の状況 １ 提出意見に対する推進状況について
署長から、令和７年度第２回定例会における提出意見に対する推

進状況について、次のとおり説明があった。
(1) 「独居高齢者宅を中心とした巡回連絡時における熱中症予防の
声かけ」について

ア 巡回連絡時を通じた声かけを実施した。
イ 熱中症の予防方法などを記したチラシを作成して配布した。
ウ ミニ広報紙で、熱中症予防について注意喚起を行った。

(2) 「地震、台風などの風水害を想定した災害対策」について
ア イベント開催時に広報チラシを配布して「災害への備え」と
「早めの避難」を呼びかけた。
イ 高齢者を対象とした災害講話を行い、防災意識の高揚を図っ
た。
ウ 大規模地震の発生を想定した災害警備本部の立ち上げ訓練を
行った。
エ ミニ広報紙で、台風への備えに関する注意喚起を行った。

２ 令和７年７月から９月までの業務重点推進結果について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 夏休み期間における少年非行、犯罪被害防止の推進
、 。ア 教育関係者に対して ＳＮＳ問題を題材にした講座を行った

。イ 花火大会の会場で少年補導員と街頭補導パトロールを行った
ウ 民間企業主催のイベントに参加してキャンペーンを行った。
エ エンターテイメントとコラボした防犯講話を行った。
オ 地域防犯ボランティア組織と駐輪場の防犯診断を行った。
カ 少年補導員連絡協議会総会で会員と情報共有を図った。

(2) 各種犯罪検挙活動
令和７年第３四半期の犯罪認知及び検挙状況について説明を行

った。
(3) 花火大会における雑踏事故防止

花火大会の会場に警察官を配置して雑踏警備を行った。
(4) 交通事故防止対策の推進
ア 夏の交通安全週間で、佐賀県武雄署と合同出発式を行った。
イ 通学路における速度取締りや歩行者を交通事故から守るため
の取締りを重点的に行った。

ウ 隣接署と連携した夜間の飲酒運転取締りを行った。



エ 高齢者の集会において交通安全講話を行った。
オ 本部交通企画課と連携して、歩行者用シミュレーターを用い
た体験型の交通安全教室を行った。

(5) 国民文化祭に向けた各種対策の推進
国民文化祭の警衛警備に多くの署員が従事して、所期の目的を

達成した。

３ 業務重点推進計画について
署長から、次のとおり説明があった。
(1) 犯罪抑止活動の推進
ア 地域安全運動に伴う犯罪抑止活動
イ 金融機関等と連携した各種犯罪抑止活動

(2) 各種犯罪検挙活動の強化
(3) 年末年始における防犯及び交通事故防止を目的とした「見せる
活動」の推進

(4) 交通事故防止対策の推進
(5) 国際テロ対策の推進

４ 諮問テーマに対する答申について
署長から、協議会に対して諮問していたテーマについて、次のと

おり答申があった。
(1) 諮問テーマ

通学路における交通安全を確保するための方策について
(2) 協議会からの答申

山口会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内容
について確認があり、全会一致で了承された。
ア 通学時間帯に時間帯規制を守らない車両を見かけるので取締
りをしてもらいたい。
イ 子供だけで通学している時もあるので、通学路警戒を継続し
て実施してもらいたい。
ウ カラー舗装、段差、ハンプなどハード面の対策を検討しても
らいたい。

提 出 意 見 １ 年末年始における防犯及び交通事故防止を目的とした「見せる活
動」の推進について
制服警察官の姿やパトカーを見るだけで防犯効果が大きいので見

せる街頭活動を実施してもらいたい。
２ 早めのライト点灯と反射材の着用の啓蒙活動について

日没が早くなり、車の運転手が歩行者に気づきにくくなるので、
早めのライト点灯と歩行者への反射材の着用を促す啓蒙活動を推進
してもらいたい。


